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1｡はじめに

本稿の主題は筆者が計画・実践した体育授業に

ついて,その感想を「子どもから聞く」ことを手

がかりに,表現運動の授業改善を試行することで

ある。

上記の目的は以下の二つの問題意識による。

一つは,平成20年に改訂された学習指導要領を

具現化する授業をどのように考えたらよいかとい

うことである。とりわけ,表現運動は,「何をど

のように教えたらよいのか難しい」「恥ずかしか

って苫手意識がある」という課題があるI)。

前者の「何をどのように教えたらよいか」とい

う課題は,表現運動の特性に関わると考える。そ

れは,表現やリズムダンスのように自由なダンス

は,「何を」と「どのように」という二つの内容

で構成され,いわゆる「違いがあるから面白い」

のが特性で,その学習は拡散(即興)と集中(作

品)を円環的に繰り返しながら発展するといえる

からである。だからこそ,「何を」「どのように」

を明確にした授業を提案していくことが求められ

ていると考える。

後者の「恥ずかしかって苦手意識がある」とい

う課題は,表現運動の根幹にかかわるものと考え
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る。表現運動は,自己の心身を解放して,リズム

やイメージの世界に没入してなりきって踊ること

が楽しい運動であり,互いのよさを生かし合って

仲間と交流して踊る楽しさや喜びを味わうことが

できる運動である。「心身の解放」[リズムやイ

メージの世界に没入してなりきって踊ること]を

どうしたら実現できるのであろうか。学習指導要

領の実施段階で見えてきた問題として,[表現・

創作ダンスは自由で,リズムダンスは形のある踊

り]という特性の理解不足がある。実際,筆者

(教職11年)は,表現運動を運動会のダンスに置

き換え,強制的にリズムに合わせなければならな

い授業をしてきてしまったという反省がある。

ダンス学習は,「今,ここ」から始まって常に

生み出していく学習が原点であり,人と人との関

わり,運動との関わりを生み出していく学習の典

型でもある。このことは,筆者が2008年8月に

村田の実技講義を受けて痛烈に感じたことであ

る。他の受講者同様,筆者も「村田マジックにか

かってつい夢中で踊ってしまった」という感想を

もっている。どうしたら「場の空気を読み,本気

のツボを探し当てる」6)達人の授業の域にいくこ

とができるのであろうか。どうしたら表現運動の

もつ「心身の解放」,「身体によるゆたかなコミュ
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ニケーション」の可能性を拓き,「今,ここ」か

ら創り出す授業をすることができるであろうか。

現在,筆者は4年生の担任である。中学年では

「表現」と「リズムダンス」を内容として,身近

な題材やロックやサンバなどのリズムから多様な

動きを即興的に踊る体験を大切にしていくことが

あげられている。4年生表現運動の実践を通じ

て,表現運動の授業をどのように創っていくのか

考えたい。

もう一つは,教師は授業改善をどのように行っ

ていったらよいかということである。通常,授業

改善は,授業成果を推定することから始まる。そ

して,その推定をもとに授業を変えたい。しかし,

授業成果の表記が複雑で難解であっては教師の日

常から遠ざかってしまう。そこで,教師が日常の

中で取り組むことができ,簡便で,子どもの現実

を把握する試みで授業改善をしていきたいと考え

る。

授業成果を表す方法としては,体育の授業研究

では,教師の解釈や子どもの感想をまとめたもの

から,態度測定など客観的な情報を提供するもの

もある。これらはどれも子どもの内的な状況を

把握,推定することが期待できる。

例えば,高田は長年にわたる多くの子どもの感

想文の集積から,日常の実践の中で意図的な授業

改善を試みている。これは,「授業はもともと

児童生徒のためにあるもの,彼等が喜ばないこと

にはよい授業とはいえない,よい授業とは,児童

生徒がよい授業といってくれるものに限る」とい

う発想から,子どもから聞くという授業改善の視

点と方法で近づいていったものである。感想文の

集積から授業改善の示唆を得る方法は,教師が日

常の中で取り組むことができるため,本稿もこの

点に着目した。

これに対して高橋らは,この高田の方法を,簡

便で有効であり,経験的な考え方にもとづくもの

であるとしつつ,事実分析によって開発されたも

のではないという点から,形成的授業評価を考案

した。しかし,これは「選択肢をつけたアンケ

ート形式の調査では,実際は子どもが意識してい

なかったようなことでも強引に聞き出し,そして

それが子どもの意識に大きなウェイトを占めてい

るかのような調査結果として示されるのに対し,

無限定の自由記述の感想文では,子どもが実際に

感じていることだけを書くので,統計的に処理し

にくいが,子どもたちが感じていることの実際の

姿を知るには,かえってこの方法の方が正確であ

るとも言える」という指摘もある。

以上をふまえ,本稿では,実践に対して直接的

に機能する簡便な方法という立場で,感想文を解

釈する質的な方法に着目する。これを補完

する立場で測定的な手法を併用することで,授業

者の解釈だけではなく,一定の枠組として構成さ

れた授業改善の方法になるものと考えている。

他に,授業改善の示唆は授業研究会などでも得

られる。学校現場の授業研究会は,公開した授業

に対して参観者が協議し合い,意見が出され,互

いの経験や知識を共有する場となっている。こう

した取り組みも授業改善の示唆を得ることが可能

であり,学校現場では盛んである。それは非日常

的であるので,本稿の問題とは分けて考えること

にしたい。

2｡目 的

本研究の目的は表現運動の授業を受けた子ども

から提出されたデータを手がかりに,授業改善の

試行をしていくことである。

子どもの捏出するデータは感想文と形成的授業

評価の回答である。

3｡方 法

3-1.研究の方法の枠組み

本研究では,授業改善の具体的な示唆を提供す

る意図がある。本研究の分析結果が授業改善に機

能するためには,解釈の方法が授業者にとって難

解ではなく,授業を計画する際に具体的な情報と

なるようにする必要がある。そこで,具体性のあ

る個別化したアイディアを質的な情報として提供

したいと考える。

毎時間の感想文(以下,「毎回の感想文」とす

る)は質的なデータであり,これを分析する際に

主観を全く排除することはしない。授業は再現可

能性のない一回性の事象である。授業者が自らの

授業を分析し,そこから授業改善の示唆を得よう
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とする場合は,主観は分析の一部に含まれると考

える。これは,稲垣らの「反省的実践」の授業研

究と同じ立場をとることとする。すなわち,毎

回の感想文の内容について,筆者(現職・教職11

年)の経験を用いた思考から,授業改善を図るも

のとする。

ただし,多様な意味の解釈を成り立たせること

で,主観が先走り,思いつきで独善的な判断結果

を示すことになってはならない。私たちが何らか

の文章を読んだときに,文脈を理解する手がかり

として,共通のキーワードをカテゴリー化して関

連させる。このキーワードとカテゴリー化による

認知を基盤にして,感想文をコーディングする条

件を示す。さらに,形成的授業評価を併用して分

析することで,質的な方法と量的な方法が補完的

に機能することを期待したい。

また,単元前と単元後の感想文(以下,「単元

前後の感想文」)を比較して,総括的な自由記述

の分析を行う。単元前後の感想文の記述を分類す

る方法はKJ法の分類方法を参考にしながら,

筆者と体育を専門とする教員2名(教職経験19

年・15年)で記述内容の類型化を行う。不一致の

ケースは協議しで一致させる。

3-2.対象授業

分析の対象授業は表現運動である。表1に示す。

3-3 分析の方法

3-3-1 感想文と形成的授業評価の併用による分析

[感想文の分析]

毎回の感想文の記述は毎時間,授業の終盤で完

了し,収集は授業後とした。

毎回の感想文を次の手続きによって,コーディ

ングし,該当する記述を抽出する。その件数や特

徴的な内容を検討し,授業成果を推定する。

①格助詞のうち,「は」,「が」で示してある記述

に着目し,言及の対象を特定する。

②「楽」「良」「面白」に変換可能な語を含む文を

抽出する。これは好意的な態度形成を意味す

る情緒的な言葉を象徴するものととらえること

ができる。また,これに対して,「楽しくなか

った」といった否定的な文脈で語られている記

述を推定し,抽出する。

③文章の述部に着目し,「できた。」[分かった。]

など達成,理解の意味で考えられる記述を抽出

する。また,それぞれに「不・非」を冠し,反

対の意味で解釈できる内容も抽出する。

④その他,「~やってみたい｡」「~したい」とい

った欲求的な願望の表現に着目し,これを子ど

もの関心として抽出する。

上記の手続きによる対象は第1回から第5回の

授業の感想である。

[形成的授業評価]

形成的授業評価は授業終盤に,毎回の感想文の

記述と合わせて行った。

形成的授業評価は「1感動体験」「2技能の伸び」

「3雜しい発見」「4精一杯の運動」「5楽しさ体験」

「6自主的学習」「7めあてをもった学習」「8なか

よく学習」「9協力的学習」の9項目からなり,3

段階(はい・どちらでもない・いいえ)の質問紙

法である。いずれの項目も3点満点となる。

なお,り感動体験」「2技能の伸び」「3新し

い発見」は「成果」,[4精一杯の運動]「5楽し

さ体験」は「関心・意欲」,「6自主的学習」「7

めあてをもった学習」は「学び方」,[8なかよく

学習]「9協力的学習」は「協力」のカテゴリー

とされる。9項目の平均が総合点となる。総合点

は3点満点である。

この毎回の感想文と形成的授業評価の併用によ

る分析で,授業の成果を推定し,授業改善を考える。

3-3-2「まわりが気になる度」と単元前後の感想

文による分析

[まわりが気になる度]

「まわりが気になる度」の記述は,単元前後の

感想文の記述と並行して行わせ,授業終盤で完了

し,収集は授業後とした。「まわりが気になる度」

として,全く気にならないをO%,気になるを

100%として,数値を記述させ,自己の心身を解

放して,リズムやイメージの世界に没入してなり

きっているかの手がかりとする。

[単元前後の感想文の分析]

単元前は業前,単元後は業間に,「表現運動で

思ったこと」というテーマで作文を課し,その記

述内容を対象として,KJ法の分類方法を参考

にしながら記述内容の類型化を行う。そして,こ

れをまとめ,表題をつけ,単元前後で比較する。

3-
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表1 対象授業

(1)単元名 表現運動 (5時間扱い,平成21年12月実施,授業者 筆者)

(2)学習者 A小学校4年生 男子19名 女子19名

(3)単元目標

○ 進んで表したい感じを表現したり,リズムダンスに取り組んだりして,友達と仲よく練習したり

発表したり,場の安全に気を付けたりしようとする。(関心・意欲・態度)

○ リズムに乗る動きを見付けたり,自分の踊りに取り入れたりすることできる。(思考・判断)

○ 軽快なリズムに乗って全身で踊ったりすることができる。(技能)

(4)単元計画

4
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「まわりが気になる度」は,「心身の解放」「リ

ズムやイメージの世界に没入してなりきって踊る

こと」の度合いを示すととらえていく。数値や測

定の基準は児童の主観に委ねられているが,その

数値の推移と記述内容から,内的な状況を把握す

る手がかりとする。

この「まわりが気になる度」と単元前後の感想

文を併用して分析していくことで,総括的な授業

の成果として検討する。

4 結果及び考察

4-1 毎回の感想文と形成的授業評価の併用によ

る分析の結果と考察

毎回の感想文の分析結果を表2に,形成的授業

評価の分析結果を図1に,それぞれ示す。

図1 形成的授業評価

第1回では「ハンドパワー」「リズムにのる」

「ノリノリダンス」が言及の対象である。これを

「授業のどの内容なのか」と考えれば,改善の対

象となる。また,形成的授業評価の「成果」が他

項目より低い。加えて,述部の「のることができ

なかった」から負の授業成果として考えることが

できる。

第2回では「リズムダンス」「洗濯機」「恥ずか

しさ」「動き方」「ダンスバトル」が言及の対象で

ある。形成的授業評価の「成果」の項目が向上し

た。教師は「縦ノリ」に学習内容を焦点化したか

らだと考えたいが,言及の対象に「縦ノリ」がな

いこと,達成,理解の否定的な記述「動き方が分

からない」から教師と子どもの間にずれがあると

考えられる。この点について,小林は体の部位に

着目させて動き方を示している。しかし,部位

に着目するあまり,心身の解放やリズムやイメー

ジの世界に没入することから離れてしまうと考

え,リズムにアクセントをつけることを重点とし

ていくことが改善の視点と考える。

第3回では「おとす」「ダンスバトル」「のるこ

と」[恥ずかしさ]「裏拍子」「みんな」が言及の

対象である。特に「おとす」の20件は,教師が後

うちのリズム,上下のダウンのリズムにアクセン

トをつけて踊ることを強調したからだと考える。

しかし,「成果」の値の低下,達成,理解の否定的

な記述から授業改善の示唆を得ることができる。

「みんなで仲良く」「みんなと楽しくやれなかった」

「みんなでノッて踊りたい」など人間関係に関す

る記述もあり,技術指導の他に人間関係の形成に

寄与する指導のあり方についても検討の余地があ

る。この具体策として宮本は,微妙に流れるぎこ

ちない空気をさっと払拭するような言葉掛けを中

学校の実践例としてあげている。この指導法は

小学校の授業においても有効であると考える。

第4回では「くっつけ」「のること」「恥ずかし

さ」「動き方」が言及の対象である。主な記述に

は「足(ひざ)でのって」が多数ある。技能に間

わる指導のポイントは,特性の中心である「リズ

ムにのる」,つまり体幹部(おへそ)でリズムを

取って踊ることをどう教えるかである。「体幹

部(おへそ)でのること」と「体の部位でのるこ

と」との関係と,リズムにのるための指導法を検

討することができる。

第5回では「のること」「恥ずかしさ」「友達の

間わり」が言及の対象である。形成的授業評価の

全項目は向上し,単元を通して,総合得点が右肩

上がりであった。クラスをひとつの固体として考

えれば,授業成果が上がったと推定できる。しか

し,「恥ずかしくて歩いているだけだった」「すぐ

にはベアができなかった」という2件に着目すれ

ば,特定の子どもが授業で何を学習し,何を思っ

ていたのかを推察し,今後の指導で何か必要なの

かを探る情報を与えてくれる。

日常の授業改善は教師の直感的な反省が主であ

るが,「毎回の感想文と形成的授業評価の併用に

よる分析」はクラス全体と個別の両者を使い分け

5-
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表2 感想文の分析結果

-6
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表3 「まわりが気になる度」 ができ,漠然とした解釈を避ける。そこで推定し

た学習成果を授業改善に活かす場合,改善の対象

もクラス全体または個別に向かうものと考える。

4-2 「まわりが気になる度」と自由記述の併用

による分析の結果と考察

「まわりが気になる度」を表3と図2,単元前

後の感想文を抽出し,まとめ,表題をつけたもの

を表4に示す。

旦_ 40 60 80

図2 「まわりが気になる度」
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表4 自由記述の抽出

-8-
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単元前の感想文は「恥ずかしさ」「リズムにの

ること」「覚えるもの・体を動かすこと」「苦手意

識・否定的な思い」「好意的な思い」「みんなで合

わせること」「曲に合わせること」「表現運動のよ

さ」の8種類に分類した。単元後の感想文は「恥

ずかしさの軽減」「解放・没頭」「リズムにのるこ

と」「動く体」「好意的な思い」「表現運動のよさ」

「体育授業の見方」の7種類に分類した。単元前

と後の表題において対応しているものと対応して

いないものがある。対応しているものは,「恥ず

かしさ」と「恥ずかしさの軽減」,「覚えるもの・

体を動かすこと」と「動く体」がそれぞれ対応し

ている。同じ表題は「リズムにのること」「好意

的な思い」「表現運動のよさ」の3つである。こ

れらは記述内容を検討することで授業成果とする

ことができる。また,対応していないものとして

は,「苦手意識・否定的な思い」「みんなで合わせ

ること」「曲に合わせること」が単元後の表題に

はなく,雜たに「解放・没頭」の表題がある。こ

れらは,子どもから見た表現運動の特性を把握す

ることができる。

「まわりが気になる度」はクラス全体の数値が

単元を通して減少している。単元前後の感想文に

あるように「みんなで合わせる」「曲に合わせる」

ことを強制せずに,「恥ずかしさの軽減」を目指

し,「解放・没頭」すること強調してきたからだ

と考える。これは,自己の心身を解放して,リズ

ムやイメージの世界に没入してなりきって踊るこ

とに着目した成果といえる。しかし,個人に目を

向ければ,2名が「まわりが気になる度」の数値

が上がっている。これは,負の成果として受け取

り,授業改善の示唆となる。

単元前後の感想文の多数は表現運動についての

内容であるが,2件は「体育授業の見方」である。

自由記述は無限定の中から記された内容を総括的

な成果として解釈できる。そのため,改善の対象

が表現運動に留まらず,「体育授業の見方」まで

対象が広がっている。これは,授業改善が聞かれ

たものにしていると考える。

5 まとめ

毎回の感想文の記述,「まわりが気になる度」

と形成的授業評価の記入は,授業終盤で完了する

ことができ,収集については日常性で対応できた。

また,単元前後の感想文も業前と業間の時間を使

って行うことができた。感想文は子どもの言葉で

具体性のある意味をもつので,授業者の直接的な

解釈が容易である。また,子どもの内的な状況か

ら,学習成果を推定し,授業改善することができ

る。

毎回の感想文と形成的授業評価の併用による分

析では,毎回の感想文の言及対象から学習内容の

採否について検討できる。また,述語の分類から

学習成果を検討することができる。そして,形成

的授業評価の得点に着目すればクラスを一つの固

体として考えることができる。一方,個人の感想

文に着目すれば,特定の子どもが授業で何を学習

し,何を思っていたのか,どのような指導が必要

なのかを探る情報としても利用できる。両者の使

い分けができる分析として意味をもつ。

「まわりが気になる度」と単元前後の感想文の

併用による分析では,子どもから見た運動の特性

を把握することができる。とりわけ,本研究で対

象とした表現運動は勝敗や技能の優劣など二極化

した結果を問わない運動であり,このような授業

の成果を推定する上で,利用価値があると考える。

特に,自己の心身を解放して,リズムやイメージ

の世界に没人してなりきって踊ることに着目し,

これを「まわりが気になる度」の数値と読み替え

ることが可能であると考える。さらに,無限定の

中から記された内容を総括的な成果として解釈し

ていくことは,体育の授業一般へ向かうこともあ

り,授業改善のスポットが,対象授業を超える場

合もある。こうした意味で授業改善が聞かれたも

のになると考える。

教師は子どもの事実から授業のよしあしを感じ

るものである。そして,明日のために,今できる

ことを探し,授業改善を図る。この連続である。

本研究がそのステップとなり,さらによりよい授

業改善の方法が生まれることを望む。

注

注1)「まわりが気になる度」は,0%から100%

で数値を記述させた。しかし,マイナスを

つけた児童が1人いた。これは,全く気に
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ならない状態であると授業者が判断し,そ

のままの値を採用した。
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